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明科中学校１年の教室で授業を補佐するボランティア
（写真中央：１月 26日）

教育現場の
声

こんなことが
できます。この人は

どう？

こんな人が
必要。

（地域）
学校支援ボランティア

地域コーディネーター

学校

支援できること、活動が可能
な時間などを示した「人材バ
ンク」に登録。条件が合えば
支援を行う。

学校の要請を受け、ボラン
ティアを探す。ボランティア
が登録されている「人材バン
ク」を活用。

支援を必要としている活動に
ついて、地域コーディネー
ターに相談。

連絡調整
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　教職員だけではできないことも
堀金小学校　宮澤 純子 先生

　「学校支援地域本部事業」は大変心強く、感謝
するとともに期待をしています。
　市内小中学校の現状や課題はそれぞれ異なりま
すが、子どもたちの笑顔と健やかな成長を願い、
「楽しい学校」をめざして日夜奮闘中の教職員で
す。しかし、「子どもたち一人一人と向き合う時
間がたっぷりと欲しい。子どもたちの『わかった、
できた。やったあ』という歓声をたくさん聞きた
い」と願いながらも、現実はなかなかその時間が
確保できず、悩む日々が続いています。
　本事業では、まず各地域の小中学校ごとに「地
域コーディネーター」が配置されています。地域
と学校とをつなげ、温かく頼もしいパイプの役目
をして下さっています。毎月連絡をとり、緊急時
には即来校して下さり、親身になって相談にのっ
ていただけるので、大変ありがたく頼りにしてお
ります。
　実際に、外国籍児童転入時の日本語指導の支援
ボランティア、特別な支援を必要とする児童の支
援ボランティア、また総合的な学習の時間に行う
各地域の特色ある活動の技術指導支援ボランティ
ア等々の皆さまを派遣していただき、現場教職員
だけではできないことを助けていただきました。
　地域の皆さまに直接子どもたちにかかわってい
ただき、共に育てていただけることに感謝し、今
後もご加入いただいた支援ボランティアの皆さま
に、学校現場をご支援いただけることを心から期
待しております。


